
装置のデザイン・メカニクス・アーチワイヤー
ベンディングとその活用法を分かりやすく解

説

 page8

1 エッジワイズ矯正装置の発明と進歩 12
1 . 1 発明 12
1 . 2 1920年代から1960年代へ 13
1 . 3 1960年代末から現在まで 16

2  正常咬合を構成する6つの要素 18

3 エッジワイズ矯正装置の基本構成 23
3 . 1 概論 23
3 . 2 矯正用バンド 24
■ セパレーション（歯間分離） 25
■ バンドの選択 26
■ バンドの試適 26
■ 大臼歯用アタッチメント 28

4 エッジワイズ矯正装置 29
4 . 1 解剖 29
4 . 2 装置のデザイン 31
4 . 3 アタッチメントの位置決めと方向付け 34
4 . 4 歯の移動のコントロール 36
■ 水平面上での唇・頬側ー口蓋・舌側方向への再配置 37
■ 歯の長軸周りの回転 40
■ 垂直方向の移動（圧下と挺出） 43
■ 歯の唇・頬側ー口蓋・舌側方向の短軸周りの回転

（アンギュレーション）
46

■ 歯の近遠心方向の短軸周りの回転
（インクリネーション）

47

5 アーチワイヤーの屈曲 50
5 . 1 治療ステップ 50
5 . 2 アイデアルアーチフォームブランク 50

目次

 page9

5. 3 オーダーベンド 53
5. 4 ファーストオーダーベンド 53
■ ファーストオーダーベンドの屈曲法 56
■ アーチワイヤーの個性化とコーディネーション 62
5. 5 セカンドオーダーベンド 63
■ アーティスティックベンド 65
■ ティップバックベンド 67
■ オメガループストップ付きのセカンドオーダーベンド 68
■ セカンドオーダーベンドについての補足 72
5. 6 サードオーダーベンド 75
■ オメガループストップ付きのサードオーダーベンド 78
5. 7 コントラクションアーチワイヤー 83
■ デザインについての補足 90

■ コントラクションアーチワイヤーの製作手順 98

6 アーチワイヤーシークエンス 106

 page30

エッジワイズ矯正装置

 図 4.1 歯冠中央横断平面（ mid-transverse plane ；Andrews平面）、臨床歯冠の唇・頬側に設けた軸
（フェイシャルアクシス；FACC*）、およびフェイシャルアクシス（FA）ポイントを示す模式図．
*： Facial Axis of the Clinical Crownの略

 図4.2 アンギュレーションの正負を示す模式図．FACCの歯肉側が咬合平面に対する 垂線より遠心に
位置するとき、正の値で表す .

【複製禁止】この著作物を複製して用いることは違法です

FAポイントから各歯の切縁または咬合平面に至る平均垂直距離については、McLaughlin and coworkers10 

がガイドラインを提供している．咬耗は無いが平均よりも大きいあるいは小さい歯冠については、ア
タッチメントの中央を臨床歯冠の唇・頬側面の中央と一致させることを奨める． 
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図4.14 近遠心方向のクラウンアンギュレーションに関わるエッジワイズアタッチメントのデザインと性能特性を表す模式
図 .  a,c, クラウンアンギュレーションを反映したビルトインチャネルアンギュレーションとFACCおよびMTP(歯冠中央横 

断平面)との関係を示す. アタッチメントベースの中心をFAポイントに一致させるようにアタッチメントを位置決めする. 

ベースの近遠心中央を通る縦軸とFACCが一致するように方向付けをする; b,アーチワイヤーがアタッチメントチャネルに
挿入される（破線矢印）と、アーチワイヤーと傾斜の付けられ たチャネル内壁が接触して、歯を近遠心方向に回転させる
力（青色矢印）が生じる.　実際のチャネルアンギュレーション(ティップ)については 図4.15を参照.

3.エッジワイズ矯正装置の基本構成 

3.1 概論 

一般に、矯正力を用いた歯の移動は2つの様式に分類される．歯体移動と傾斜移動である (図3.1). 歯体移
動とは歯をその長軸の傾きを変えずに、再配置する時の移動様式である．一方、傾斜移動とは歯根尖か
ら約3分の1の歯根部を回転中心にして、歯根長軸の傾きを変える運動形式を意味する．歯体移動は傾斜
移動よりも操作し難い． 

エッジワイズ矯正治療システムはアタッチメントとアーチワイヤーで構成される．矯正用アタッチメン
トは通常、第三大臼歯を除くすべての永久歯に取り付けられる．矯正用ブラケットは切歯、犬歯、小臼
歯の唇・頬側面に接着される．アタッチメントは大臼歯に接着されることもあるが、もしアタッチメン
トに強い力が掛かるようなら、メタルバンドが用いられる．バッカルチューブを熔接したSSの大臼歯用
バンドは大臼歯にセメント合着される． 

現代のエッジワイズアタッチメントの外観はクラシックエッジワイズアタッチメントに似ているように
見えるが、アタッチメントの基底部（ベース）とチャネルの形状は大いに異なる．この点については後
ほど解説する．アーチワイヤーはアタッチメントチャネルに装着、固定されて、初めてその弾性を歯に
伝えることができる．アーチワイヤーはエラスティックリガチャーかワイヤーリガチャーのような結紮
材料を用いて固定される．アタッチメントチャネルに挿入後、チャネルを覆うカバーでアーチワイヤー
を固定するセルフライゲーティングメカニクスも利用されている． 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図3.1 a, 歯体移動；b, 傾斜移動

エッジワイズ矯正装置の基本構成
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図4.18 クラシックエッジワイズ装置では、アタッチメントベースに対してチャネル（溝）は垂直になるように
設計された(a)．このベースを歯面に沿うように取り付けるとチャネルベースの中央点（赤丸）はAndrews 平面 

(Mid-transverse Plane)から逸れる(b)．これは力の作用点が変わることを意味する．もしトークをかけていない
プレーンアーチワイヤーをチャネルに挿入．固定すると、リンガルクラウントーク（歯冠の位置を変えずに歯
根部が唇側に回転移動する力）がかかる．これは唇側に大きく傾斜した上顎切歯(II級)を口蓋側に牽引する場
合には不適切である．クラシックエッジワイズ治療法では、このような場合にはアーチワイヤーの長軸周りに
捩れ（サードオーダーベンド、後述）を与えて、リンガルクラウントークを相殺するようにした．現代のエッ
ジワイズ装置では、歯面の形状にフィットするようにベースの形状を製造することで、チャネルベースの中央
点とFAポイントはAndrews 平面に一致する; (c)フルプログラム化されたアタッチメント.

エッジワイズ矯正装置

水平面上で歯の正常な隣接面接触が失われたまま放置すると、歯列弓内でその歯が占めることを許され
るよりも長い（あるいは短い）近遠心のスペースを占めることになるので、他の歯は正しい位置を取る
のが難しくなる．このように正常な隣接面接触の喪失は、他の歯の位置と方向、さらには上下歯の咬合
関係にまで影響を及ぼす．以下では動的治療の後半で行うことの多い大臼歯の近心移動を例として解説
する． 

動的治療の後半では、前歯と小臼歯をまとめて加強固定した上で、チェーンエラスティクスや顎内ゴム
を用いて大臼歯の近心移動を行うことがある（大臼歯関係の確立）．この操作は通常、.022インチサイ
ズのアタッチメントに対して、.018x.025または.019x.025インチサイズのSSレクタンギュラーアーチワイ
ヤーを用いて行う．同サイズのNiTiを用いてもよいが、SSやセラミック製のアタッチメントチャネルと
の間の摩擦抵抗は、SSアーチワイヤーより大きいことに留意する． 

この操作に .017x.025インチサイズ以下のアーチワイヤーを不用意に用いると、大臼歯の近心舌側（また

は口蓋側）回転（矯正力を用いた場合を回転rotation、自然に発生した状態を捻転torsioversionと区別し
て用いる）と近心傾斜および挺出を生じやすい． 

以上の問題は、大臼歯用アタッチメントを通常より遠心位に寄せて着けたり、アタッチメントの遠心端
からエラスティクスで大臼歯を近心に向かって牽引すると生じやすい．  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図4.11  バッカルアタッチメントの不適切な近遠心方向の位置決めにより生じる大臼歯の長軸周りの望ま
しくない回転の例．a,  正しい位置; b, 遠心に寄せ過ぎ; c,大臼歯が近心舌側捻転して皮質骨に接触すると、
近心移動できない．犬歯が遠心舌側捻転しながら遠心移動すると、同歯の近心隣接面が見えるようにな
り、美容上望ましくないばかりか、同歯の占める近遠心径が長くなる．　　　
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